
人数 割合 ５～9.5日 20日以上

技術 861 12.9 32 3.7% 323 130

ＳＥ 450 12.6 50 11.1% 160 79

営業 339 9.7 36 10.6% 189 12

企画管理 333 13.6 4 1.2% 104 52

製造検査 297 12.7 3 1.0% 112 34

合計 2,280 12.4 125 5.5% 888(38.9％) 307（13.5％）

合計 2,179 13.0 123 5.60% 729(33.2％) 305（13.9％）

2011年度年休取得実績

2012年年休取得実績【ＯＫＩユニオン資料から】

職群 人員
平均取得日

数（日）

６日未満者 実績分布（人）

技 術 8 9 2 9 8 0 1 ,0 3 7

Ｓ Ｅ 4 6 9 7 4 3 8 3 3

営 業 3 4 7 7 2 2 7 9

企 画 管 理 3 5 4 8 1 5

製 造 検 査 3 0 6 1 6 3 8 5

総 計 2 ,3 6 8 1 ,9 6 6 2 ,2 4 9

1 1 年 度 総 計

＊ Ｈ Ｏ Ｐ勤 務 者 を通 常 勤 務 者 と み な し 集 計

＊ 代 出 の 7 .7 5 H／ 日 は 未 カウ ン ト

職 群
1 3 ／ 3／ 2 0

人 数

＊ 出 向 者 ・休 職 者 ・ 相 互 出 向 者 は 含 ま な い

2 0 1 2年 度 時 間 外 労 働 6 0時 間 超 過 者 数

1 2 年 度 総 計

年度別公休取得・切捨日数の推移

8.59

13.24
12.613.0512.6113.3913.0612.82

12.41
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2012年度 2011年度 2010年度

146

ワーク・ライフ・バランス労使目標未達成者数

時間外労働

60時間超過者

年休所得日数

６日未満者

1 ,966

125

2 ,249

123

1 ,708

２ ０ １ ３ 年 ９ 月 ３ ０ ２ 号

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
が
マ
ス

コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
と
は
、
入
社
を
勧
め
ら
れ
な

い
労
働
搾
取
企
業
を
指
し
、
労
働

法
や
法
令
に
抵
触
し
、
ま
た
は
そ

の
可
能
性
が
あ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

な
条
件
で
の
労
働
を
意
図
的
・
恣

意
的
に
従
業
員
に
強
い
た
り
、
従

業
員
の
健
康
面
を
無
視
し
た
極
端

な
長
時
間
労
働
（
サ
ー
ビ
ス
残
業
）

も
し
く
は
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
い
う
暴
力
的
強
制
を
常
套
手
段

と
し
な
が
ら
非
合
理
的
負
担
を
従

業
員
に
与
え
る
体
質
を
持
つ
企
業

を
指
す
▼
厚
生
労
働
省
は
９
月
１

日
無
料
電
話
を
設
置
し
た
と
こ
ろ

１
０
０
０
件
を
越
え
る
相
談
が
寄

せ
ら
れ
た
。
七
割
が
本
人
か
ら
で

そ
の
半
数
が
二
十
～
三
十
代
の
若

者
だ
っ
た
。
内
容
は
賃
金
不
払
残

業
、
長
時
間
・
加
重
労
働
、
パ
ワ

ハ
ラ
な
ど
で
「
月
１
０
０
時
間
超

の
残
業
を
し
て
い
る
の
に
、
手
当

が
３
分
の
１
し
か
払
わ
れ
な
い
」

「
深
夜
三
時
ま
で
働
い
て
も
年
休

取
得
を
認
め
て
も
ら
え
ず
、
売
上

が
悪
い
と
た
た
か
れ
る
」
と
言
っ

た
深
刻
な
相
談
も
あ
っ
た
▼
厚
労

省
は
９
月
を
集
中
監
督
月
間
に
指

定
し
、
離
職
率
の
極
め
て
高
い
企

業
や
労
基
法
違
反
が
疑
わ
れ
る
企

業
を
立
ち
入
り
調
査
を
す
る
▼
厚

労
省
の
相
談
は
昼
間
だ
け
で
あ
り

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
働
か
せ
方
を
考

え
る
と
相
談
件
数
は
氷
山
の
一
角

で
多
く
の
若
者
が
過
労
死
寸
前
の

働
か
さ
れ
方
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

名
ば
か
り
店
長
、
長
時
間
労
働
、

パ
ワ
ハ
ラ
で
の
う
つ
病
、
過
労
自

殺
な
ど
、
若
者
を
使
い
捨
て
に
し

て
い
る
の
で
は
日
本
の
将
来
は
な

い
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会

東京都港区新橋４－２４－３ エムエフ新橋６０１号 電話 03（6450）1777

会」は沖電気とその関連などで働く人々

が「安心して人間らしく働ける職場」を

願って創られました。正規・非正規を問

わず誰でも入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は、ホームページの「相談窓口」

で常時受け付けています。「沖電気の職

場を明るくする会」で検索して下さい。花言葉：淋しい思い出

紫
つ
ゆ
草

こ
の
９
月
は｢

全
国
労
働
衛
生
週
間
準
備

月
間
」
が
始
ま
る
と
共
に
、
厚
労
省
は
「
過

重
労
働
重
点
監
督
月
間
」
と
し
て
、
集
中
的

な
取
組
を
行
い
ま
す
。

心
身
に
大
き
な
負
担

職
場
の
声
は
切
実
で
す
。

１
２
年
は
大
型
案
件
が
あ
り
、
長
期
間
に
わ

た
る
長
時
間
労
働
が
発
生
。
特
例
申
請
が
繰

り
返
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
限
ら
れ
た

り
ソ
ー
ス
、
決
め
ら
れ
た
納
期
で
長
時
間
労

働
を
解
消
で
き
な
い
状
況
が
発
生
し
、
心
身

に
大
き
な
負
担
を
感
じ
て
い
る
。(

蕨
地
区)

人
員
不
足
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
全
員
が
、
６

０
時
間
オ
ー
バ
ー
の
状
況
が
半
年
近
く
続
き
、

増
員
で
き
な
い
と
言
う
職
場
も
あ
る
。
年
間

時
間
外
労
働
８
０
０
時
間
と
言
う
３
６
協
定

の
上
限
に
近
い
組
合
員
が
出
て
き
て
い
る
。

(

芝
浦
地
区)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
切
れ
目
な
く
仕
事
が
続

き
、
休
み
を
と
る
事
も
ま
ま
な
ら
な
い
と
い
っ

た
状
況
が
あ
る
。
（
北
関
東
地
区
）

進
ま
な
い
残
業
削
減
・
年
休
取
得

組
合
は
１
９
９
３
年
に
年
間
総
労
働
時
間

目
標
を
、
１
８
０
０
時
間
に
設
定
し
た
が
、

１
１
年
度
で
１
，
９
４
１
時
間
（
当
会
調
べ

と
、
い
ま
だ
に
実
現
さ
れ
ま
せ
ん
。

労
使
で
掲
げ
る
最
低
限
の
目
標
「
一
ヶ
月

の
時
間
外
労
働
６
０
Ｈ
超
過
者
を
ゼ
ロ
、
１

年
間
の
年
休
取
得
日
数
６
日
未
満
を
ゼ
ロ｣

も
一
向
に
達
成
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

組
合
の
意
識
調
査
結
果
で
は
、
年
休
が
ほ

と
ん
ど
取
れ
て
い
な
い
が
約
２
割
、
労
働
時

間
が
長
す
ぎ
る
が
約
３
割
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
会
社
は
「
代
休
を
取
得
せ
ず
、

年
休
も
取
得
で
き
な
い
の
は
憂
慮
す
べ
き
状

態
」
と
言
う
も
の
の
、
「
上
司
と
相
談
し
、

ど
う
対
処
す
る
か
現
場
で
考
え
る
こ
と｣

と

解
決
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

人
員
不
足
は
増
員
で
解
決
を

職
場
の
声
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
恒
常
的

な
長
時
間
残
業
や
年
休
の
取
得
困
難
な
職
場

に
つ
い
て
は
、
個
々
人
の
意
識
や
現
場
任
せ

に
し
な
い
で
、
経
営
ト
ッ
プ
が
全
社
を
あ
げ

て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
増
員
で
解
決
す
る
こ
と
を
基
本
に

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
時
間
労
働
を
な
く
し

心
身
と
も
に
健
康
な
職
場
を



年・３月期 　国内 　　国外 　　合計

２０１２年 3106 1129 4235
２０１３年 3293 1455 4558
１３／１２　比 1.06 1.29 1.08

有形 ２０１２年 463 63 526
固定資産 ２０１３年 475 103 578

１３／１２　比 1.03 1.63 1.10
２０１２年 10060 6676 16736
２０１３年 11353 6106 17459
１３／１２　比 1.13 0.91 1.04

売上高

従業員数

内部留保金（兆円）と民間平均賃金（年・万円　）

409
4 304 404 61

47 6 268241
193

172
140

3 50

4 00

4 50

5 00

１９９７年 ２０００年 ２００４年 ２００８年 ２０１１年

1 00

1 50

2 00

2 50

3 00

★ なくそう貧困・格差 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ３ 年 ９ 月 第 ３ ０ ２ 号

契
約
社
員
の
採
用
廃
止
の

Ａ
Ｎ
Ａ
に
続
け

【
沖
電
気
の
契
約
社
員
】

全
日
本
空
輸
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
は

約
２
０
年
ぶ
り
に
客
室
乗
務
員
の

契
約
社
員
採
用
を
全
て
正
社
員
採

用
に
戻
す
と
発
表
。
現
在
働
い
て

い
る
契
約
社
員
（
全
客
室
乗
務
員

の
２
７
％
＝
１
６
０
０
人
）
も
来

年
４
月
に
は
正
社
員
に
切
り
替
え
、

待
遇
も
改
善
さ
せ
る
。

沖
電
気
グ
ル
ー
プ
に
は
約
２
０

％
（
４
１
０
０
人
）
の
契
約
社
員

が
働
い
て
い
る
が
、
退
職
金
制
度

も
な
く
、
休
暇
、
慶
弔
な
ど
正
社

員
と
の
格
差
は
拡
大
の
一
途
で
あ

る
。
昨
年
度
に
沖
電
気
本
体
で
契

約
社
員
か
ら
正
社
員
に
な
っ
た
の

は
１
２
人
。
貧
困
・
格
差
是
正
の

た
め
に
、
雇
用
形
態
は
正
社
員
が

当
た
り
前
の
社
会
に
戻
る
時
だ
。

夏
の
作
業
着
は

２
着
の
支
給
を
！

【
埼
玉
・
本
庄
】

９
月
に
入
り
少
し
ず
つ
秋
の
気

配
が
感
じ
ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
日
中
は
ま
だ
ま
だ
暑

い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
２
０
１

１
年｢

あ
す
な
ろ｣

特
別
号
で
「
派

遣
社
員
に
も
、
も
う
１
着
の
夏
服

を
！
」
の
声
を
届
け
ま
し
た
。

「
洗
い
替
え
の
た
め
に
も
う
１
着

ほ
し
い
」
「
一
週
間
、
着
続
け
る

と
汗
臭
く
な
る
」
な
ど
切
実
な
声

を
よ
く
聞
い
た
か
ら
で
し
た
。
会

社
も
迅
速
に
動
い
て
く
れ
、
夏
服

の
２
着
支
給
は
す
ぐ
に
実
現
さ
れ

ま
し
た
。

２
年
た
っ
て
、
新
た

に
採
用
さ
れ
た
派
遣
社
員
の
夏
の

作
業
着
が
１
着
し
か
支
給
さ
れ
て

い
な
い
人
が
い
ま
す
。
ぜ
ひ
２
着

目
の
支
給
を
継
続
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

嬉
し
い
Ｏ
Ｋ
Ｉ

吹
奏
楽
部
の
活
躍

【
群
馬
・
富
岡
】

上
信
電
鉄
が
「
ジ
ャ
ズ
＆
ビ
ー

ル
列
車
」
の
紙
面
が
目
に
飛
び
込

ん
で
き
ま
し
た
。
毎
年
演
奏
会
を

盛
大
に
行
っ
て
い
る
部
員
達
に
思

い
を
馳
せ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
慰

問
活
動
な
ど
続
け
ら
れ
て
き
た
Ｏ

Ｋ
Ｉ
吹
奏
楽
部
の
一
員
で
構
成

「
デ
ィ
キ
シ
ー
ク
イ
ー
ン
ズ
」
の

皆
さ
ん
今
回
初
の
電
車
内
で
の
生

演
奏
。
約
７
０
人
の
乗
客
と
と
も

に
、
高
崎H｣

下
仁
田
間
を
約
４
時

間
か
け
て
往
復
。
サ
ッ
ク
ス
や
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
音
色
が
響
く
列
車

内
で
、
名
曲
を
聴
き
な
が
ら
心
地

よ
い
気
分
で
乗
客
を
楽
し
ま
せ
た

事
で
し
ょ
う
。
次
回
は
是
非
参
加

を
し
て
ジ
ャ
ズ
と
ビ
ー
ル
列
車
を

満
喫
し
た
い
も
の
で
す
。

地
域
に
溶
け
込
み
活
躍
し
て
い

る
皆
さ
ん
に
乾
杯
で
す
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
大
賞
」
受
賞
の
裏

で
子
育
て
女
性
も
解
雇

【
東
京
】

Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
本
社
近
く
に
本
社
が

あ
る
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
２
０
１
１
年

に
「
柔
軟
な
働
き
方
」
な
ど
が
評

価
さ
れ
、
第
五
回
の
「
大
賞
」
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
均
等
・

両
立
推
進
企
業
」
と
し
て
厚
生
大

臣
優
良
賞
を
２
回
も
受
賞
し
た
初

の
企
業
で
す
。

９
２
年
に
大
学
院
卒
で
入
社
し

た
女
性
（
４
０
代
）
は
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア
（
Ｓ
Ｅ
）
の
仕
事
を

し
て
い
た
が
育
児
中
に
閑
職
に
追

い
や
ら
れ
退
職
強
要
の
う
え
解
雇

さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
は

突
然
解
雇
通
告
し
て
職
場
か
ら
閉

め
だ
す
「
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
解
雇
」

で
３
０
人
（
判
明
分
）
が
首
切
り

さ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
は
そ
の
一

人
で
す
が
、
「
人
間
ら
し
く
働
け

る
会
社
へ
」
と
解
雇
撤
回
の
裁
判

に
立
ち
上
っ
て
い
ま
す
。

退
職
給
付
の
オ
フ
バ
ラ
ン

ス
１
６
０
０
億
超
の
削
減

【
沖
電
気
・
決
算
】

ピ
ー
ク
時
の
オ
フ
バ
ラ
ン
ス

（
資
産
・
負
債
と
み
な
さ
れ
て
い

る
も
の
が
会
計
上
資
産
・
負
債
と

み
な
さ
れ
ず
、
貸
借
対
照
表
に
計

上
さ
れ
て
い
な
い
資
産
・
負
債
）

の
負
債
＝
赤
字
が
、
厚
生
年
金
の

代
行
返
上
や
、
退
職
給
付
制
度
の

改
定
（
成
果
主
義
ポ
イ
ン
ト
制
に

よ
る
確
定
拠
出
型
）
な
ど
の
施
策

に
よ
り
、
１
３
年
３
月
期
に
、
運

用
益
な
ど
も
あ
り
、
３
６
億
円
の

積
立
超
過
（
黒
字
）
し
た
。

超
過
し
た
お
金
は
オ
ン
バ
ラ
ン

ス
化
さ
れ
自
己
資
本
に
繰
り
入
れ

ら
れ
ま
す
が
、
協
力
し
た
従
業
員

に
も
還
元
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

昨年は 海外で従業員数減少
売上・資産は増加

（億円）

沖
電
気
を
考
え
る

《
第
６
８
回
》

海
外
比
重
を
強
め
る

◆
従
業
員
数
の
変
動
◆

国
内
従
業
員
数
の
増
加
は
今
期

に
子
会
社
１
６
社
が
連
結
決
算
に

加
え
ら
れ
た
事
、
及
び
新
規
採
用

２
５
１
人
が
要
因
。
海
外
の
減
員

は
プ
リ
ン
タ
事
業
会
社
の
リ
ス
ト

ラ
で
沖
デ
ー
タ
タ
イ
（
ア
ユ
タ
ヤ
）

で
５
６
９
人
が
減
員
し
た
こ
と
。

◆
有
形
固
定
資
産
と
は
◆

固
定
資
産
は
投
資
や
有
価
証
券

な
ど
の
無
形
固
定
資
産
。
建
物
及

び
構
築
物
、
機
械
装
置
、
工
具
・

器
具
、
土
地
な
ど
は
有
形
固
定
資

産
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

１
３
年
３
月
期
、
沖
電
気
の
固

定
資
産
合
計
は
１
０
２
３
億
円
。

う
ち
５
７
％
の
５
７
８
億
円
が
有

形
固
定
資
産
と
な
っ
て
い
る
。
国

外
が
増
加
し
て
１
８
％
を
占
め
る
。

持
論

抗
論

日
本
は
核
兵
器
廃
絶
よ
り

ア
メ
リ
カ
の
「
核
の
傘
」

政
府
は
核
兵
器
の
非
人
道
性
を

訴
え
る
核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ

Ｔ
）
の
共
同
声
明
の
署
名
を
拒
ん

で
い
る
。
核
兵
器
の
使
用
を
状
況

に
よ
っ
て
は
認
め
る
姿
勢
だ
。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
加
盟
せ
ず
核
保
有
し

た
イ
ン
ド
と
の
原
子
力
協
定
は
北

朝
鮮
な
ど
の
動
き
を
正
当
化
す
る

口
実
を
与
え
て
い
る
。
８
月
、
広

島
市
長
は
「
原
爆
は
絶
対
悪
」
と

断
罪
、
長
崎
市
長
は
「
平
和
を
希

求
す
る
国
民
の
決
意
」
に
反
し
、

世
界
の
期
待
を
裏
切
る
政
府
を
批

判
し
ま
し
た
。
当
然
で
納
得
だ
。

企
業
栄
え
て

国
民
は
苦
し
む

労
働
者
派
遣
法
の
導
入

に
よ
り
、
低
賃
金
の
非
正

規
社
員
が
約
４
割
に
増
加
。

大
企
業
の
利
益
は
社
員
に

還
元
さ
れ
ず
、
溜
め
こ
み

利
益
は
２
６
８
兆
円
に
膨

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
労

働
者
の
平
均
賃
金
は
ピ
ー

ク
か
ら
６
７
万
円
も
減
り

ま
し
た
。

手
元
資
金
を
増
加
さ
せ

た
企
業
は
海
外
Ｍ
＆
Ａ

（
買
収
）
を
急
増
さ
せ

２
０
１
２
年
に
は
過
去
最

高
に
な
っ
て
い
ま
す
。

安
倍
首
相

雇
用
・
賃
金
対
策
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

す
で
に
日
本
は
「世
界
で
一
番

企
業
が
活
躍
し
や
す
い
国

で
す
よ
。

対外純資産は２２年連続｢世界一の債権国」
日本の企業や政府などが海外に持つ資産から負

債を差し引いた対外純資産は増加の一途です。海

外で稼いだお金が国内に還元されず、再び海外に

投資されきた結果です。国民の豊かさに全く関係

ない企業のための施策からの転換が必要です。

海外Ｍ＆Ａの件数

（経済産業省）


